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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
ス
ト
ラ
ト
ス
～
い
ま
だ
に
明
け
ぬ
満
月
の
聖
夜
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
６
９
３
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ク
ィ
ア
ラ
キ

【
あ
ら
す
じ
】

　
 
 
 
 

Ｉ
Ｓ
、
そ
れ
は
女
性
の
み
が
動
か
せ
る
最
強
の
兵
器
。

そ
れ
を
動
か
し
た
男
性
が
い
る
な
ど
、
等
の
昔
に
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。

 
 
 
 
 

そ
の
時
、
俺
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
。

 
 
 
 
 

ま
さ
か
俺
が
、
二
人
目
と
い
う
運
命
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
と
は
・

・
・
・
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

 
 
 

夢
を
見
て
い
た
。

 
 
 

と
あ
る
少
女
の
夢
。

 
 

 
 
 

こ
の
夢
は
俺
の
記
憶
が
あ
る
１
２
才
の
時
か
ら
見
続
け
て
い
る
。

 
 
 

だ
が
、
今
の
は
少
し
違
っ
て
い
た
。

  
 
 

「
や
っ
と
、
会
え
る
ね
。
」

 
 
 

確
か
に
そ
う
い
っ
た
。

  
 
 

し
か
し
、
そ
の
言
葉
の
意
味
は
分
か
ら
な
い
。

 
 
 
 

俺
は
逃
避
す
る
よ
う
に
外
を
見
る
。
 

 
 
 
 

高
速
移
動
す
る
飛
行
機
か
ら
、
巨
大
な
物
体
が
見
え
た
。

 
 
 

・
・
・
・
・
・
国
立
Ｉ
Ｓ
学
園
。

 
 
 
 

世
界
で
唯
一
の
Ｉ
Ｓ
操
縦
技
能
訓
練
学
校
。
日
本
の
東
京
湾
に
浮
か

ぶ
東
京
と
同
じ
位
の
巨
大
な
物
体
。

 
 
 
 

２
０
２
５
年
、
つ
ま
り
今
か
ら
２
５
年
前
の
Ｉ
Ｓ
戦
争
時
、
増
え
続

け
る
Ｉ
Ｓ
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
作
ら
れ
、
当
時
確
率
し
た
巨
大
Ｉ
Ｓ
技
術

に
よ
り
海
上
に
浮
か
せ
て
十
分
な
面
積
を
確
保
し
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

言
う
な
れ
ば
、
巨
大
な
Ｉ
Ｓ
の
上
に
建
つ
学
校
、
そ
れ
が
今
の
Ｉ
Ｓ
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学
園
の
姿
。

 
 
 
 

そ
し
て
、
俺
、
月
影
裂
夜
の
受
験
す
る
学
校
で
も
あ
っ
た
。

 
 
 
 

現
在
で
は
、
起
動
の
み
を
無
人
Ｉ
Ｓ
に
任
せ
、
内
部
で
操
縦
す
る
巨

大
Ｉ
Ｓ
技
術
（
巨
大
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
無
人
Ｉ
Ｓ
搭
載
と
操
縦
の
都
合
上

大
型
に
せ
ざ
る
お
え
な
い
か
ら
。
 

）
が
発
達
し
て
お
り
、
男
性
で
も
擬
似
的

に
Ｉ
Ｓ
を
動
か
せ
る
の
だ
が
・
・
・
・
・
。

 
（
・
・
・
・
女
子
多
い
な
・
・
・
・
・
。
）

 
 
 

機
内
は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
だ
っ
た
。

 
 
 
 

Ｉ
Ｓ
学
園
は
通
常
Ｉ
Ｓ
操
縦
学
科
と
巨
大
Ｉ
Ｓ
操
縦
学
科
に
別
れ
、

通
常
Ｉ
Ｓ
操
縦
学
科
は
言
う
ま
で
も
な
く
全
員
女
性
で
、
巨
大
Ｉ
Ｓ
操
縦
学
科

も
女
尊
男
卑
の
考
え
が
根
付
い
て
い
る
た
め
女
性
優
先
で
合
格
す
る
。
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

そ
の
た
め
、
定
員
１
０
０
０
名
中
男
性
は
５
０
名
程
度
だ
。

 
（
・
・
・
・
・
何
で
だ
ろ
う
な
・
・
・
・
・
・
。
）

 
 
 

俺
は
記
憶
が
あ
る
１
２
才
の
時
か
ら
あ
る
欲
求
が
あ
っ
た
。
強
迫
観
念

と
い
っ
て
も
い
い
。

 
 
 

俺
は
Ｉ
Ｓ
学
園
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た
言
葉
が
頭

の
中
を
支
配
し
て
い
た
。
 
 

 
 
 

あ
そ
こ
に
行
っ
た
ら
分
か
る
の
だ
ろ
う
か
？

 
 
 

何
故
俺
は
Ｉ
Ｓ
学
園
に
行
き
た
い
の
か
。

 
 
 

そ
し
て
、
夢
の
中
の
少
女
は
一
体
誰
な
の
か
・
・
・
・
。

 
 
 
 

や
が
て
到
着
の
ベ
ル
が
な
る
。
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俺
は
ま
だ
、
歴
史
上
二
人
目
と
い
う
運
命
を
背
負
う
こ
と
に
な
る

こ
と
を
、
ま
だ
知
ら
な
い
・
・
・
。
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リ
フ
レ
イ
ン

 
 

Ｉ
Ｓ
学
園
ア
リ
ー
ナ
 

１
０
：
０
０

 
 

も
う
す
ぐ
学
園
見
学
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

た
。
ア
リ
ー
ナ
内
は
見
学
来
た
中
学
生
で
溢
れ
て
い
る
。
見
た
と
こ
ろ
女
子
が

９
５
％
。
男
子
は
数
え
ら
れ
る
位
し
か
い
な
い
。

 
 

・
・
・
・
・
・
正
直
言
う
と
大
変
肩
身
が
狭
い
。
（
と
、
言
い
つ
つ
も
特

等
席
を
陣
取
っ
て
い
る
の
だ
が
。
）

 
 

こ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
代
表
候
補
生
の
模
擬
戦
闘
と
新
型
Ｉ

Ｓ
の
起
動
実
験
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
起
動
実
験
は
世
界
で
初
め
て
の
９
世
代
Ｉ

Ｓ
と
し
て
世
界
各
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

 
 

・
・
・
・
と
、
そ
こ
で
、

 
 

『
皆
様
、
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
』
と
い
う
放
送
が
流
れ
た
。

 
 

『
・
・
・
・
・
以
上
で
、
教
頭
先
生
の
お
話
し
を
終
わ
り
ま
す
。
』

 
 

教
頭
の
ク
ソ
長
い
話
が
あ
っ
た
せ
い
で
会
場
が
ざ
わ
ざ
わ
し
て
い
た
。

 
 
 

『
模
擬
戦
闘
の
準
備
が
あ
る
の
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
』

 
 
 

と
、
そ
こ
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

警
報
が
響
い
た
。

 
 

「
つ
ッ
！
！
」

 
 

『
警
報
発
令
、
警
報
発
令
、
一
般
生
徒
、
及
び
見
学
者
は
シ
ェ
ル
タ
ー
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
』

 
 

先
ほ
ど
と
は
違
い
、
無
機
質
な
声
が
避
難
を
促
す
。
上
空
を
見
上
げ
る
と

複
数
の
Ｉ
Ｓ
が
交
戦
し
て
・
・
・
・
 

 
 

「
え
・
・
・
・
・
・
・
？
」
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そ
こ
で
凄
ま
じ
い
既
視
感
に
襲
わ
れ
た
。
俺
の
視
線
は
複
数
の
Ｉ
Ｓ
と

交
戦
し
て
い
る
白
い
Ｉ
Ｓ
に
釘
付
け
に
な
っ
た
。

 
 

（
あ
の
機
体
を
・
・
・
俺
は
知
っ
て
る
？
）

 
 

そ
れ
は
、
失
っ
た
筈
の
記
憶
 

の
な
か
に
あ
っ
た
、
白
騎
士
と
い
う
名
の

Ｉ
Ｓ
 

だ
っ
た
。
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コ
ン
タ
ク
ト

 
上
空
の
戦
闘
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
流
れ
弾
が
当
た
り
、
学
園
が
破
壊

さ
れ
て
行
く
中
で
、
裂
夜
は
白
騎
士
を
追
っ
て
移
動
し
て
い
た
。
真
上
で
戦
闘

が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
流
れ
弾
が
降
り
注
い
で
く
る
が
そ
れ
を
す
べ
て
紙
一

重
で
回
避
す
る
。

 
「
う
っ
！
！
！
！
！
」

 
突
然
一
機
の
Ｉ
Ｓ
が
目
の
前
に
現
れ
た
。
い
や
、
と
ん
で
来
た
と
い
う
放
が

正
し
い
。
ど
う
や
ら
襲
撃
者
の
Ｉ
Ｓ
の
攻
撃
を
受
け
て
こ
こ
ま
で
飛
ば
さ
れ
た

よ
う
だ
。

 
「
ち
ょ
っ
と
あ
な
た
な
に
や
っ
て
る
の
！
！
？
早
く
シ
ェ
ル
タ
ー
に
・
・
・
・

・
」

 
そ
し
て
敵
Ｉ
Ｓ
の
砲
撃
を
受
け
て
吹
っ
飛
ん
だ
。

 
「
き
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

 
「
ぐ
う
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
！
！
？
」

 
そ
の
衝
撃
で
裂
夜
も
１
０
メ
ー
ト
ル
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。

 
「
い
っ
つ
・
・
・
・
・
・
・
」

 
激
痛
が
体
を
走
る
が
、
目
立
っ
た
出
血
も
な
く
手
足
も
ち
ゃ
ん
と
動
く
。

 
先
ほ
ど
の
Ｉ
Ｓ
は
５
０
程
吹
き
飛
び
格
納
庫
ら
し
き
も
の
の
壁
に
め
り
込
ん

で
い
た
。
絶
対
防
御
が
有
る
た
め
命
に
別
状
は
な
い
だ
ろ
う
。

 
そ
れ
を
確
認
し
て
、
裂
夜
は
ま
た
白
騎
士
を
目
指
し
て
走
り
出
し
た
。

  
熱
か
っ
た
。
と
あ
る
研
究
所
の
中
で
俺
は
火
に
包
ま
れ
た
。
身
体
は
重
度
の

火
傷
で
何
も
感
じ
な
く
な
っ
て
い
た
。
勢
い
を
増
す
火
の
手
に
酸
素
を
奪
わ
れ
、

呼
吸
で
き
な
い
苦
し
さ
か
ら
楽
に
な
ろ
う
と
目
を
閉
じ
た
。

 
そ
の
直
前
に
見
え
た
の
は
・
・
・
・
・

 
 

 
白
騎
士
に
乗
っ
た
一
人
の
少
女
だ
っ
た
。
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「
は
あ
、
は
あ
・
・
・
・
・
ッ
！
！
」

 
白
騎
士
に
近
づ
く
に
連
れ
て
忘
れ
て
い
た
何
か
を
思
い
出
し
て
い
く
。
ま
る

で
頭
の
な
か
に
鍵
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
段
々
外
れ
て
い
く
よ
う
に
。

 
目
の
前
に
流
れ
弾
が
降
り
注
ぎ
地
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
撒
き
散
ら
す
。
当

た
れ
ば
一
発
で
致
命
傷
に
な
る
塊
を
拳
で
弾
く
。

 
あ
の
火
災
で
身
体
の
大
半
を
失
っ
た
俺
は
、
そ
れ
を
機
械
で
補
っ
た
。
恐
ら

く
脳
ミ
ソ
に
何
ら
か
の
細
工
を
さ
れ
て
記
憶
を
封
じ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

 
そ
し
て
、
白
騎
士
が
校
舎
に
向
か
っ
て
落
ち
て
い
く
の
が
み
え
た
。

 
ほ
と
ん
ど
廃
墟
と
化
し
て
い
る
校
舎
の
中
に
白
騎
士
は
倒
れ
て
い
た
。
先
程

の
攻
撃
で
シ
ー
ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
０
に
な
り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
少
女
は
あ
ば

ら
を
数
本
折
っ
て
い
た
。

 
（
う
っ
・
・
・
・
、
白
椿
を
取
り
に
行
か
な
い
と
・
・
・
）

 
元
々
白
騎
士
は
完
成
し
た
ば
か
り
の
機
体
で
彼
女
の
専
用
機
で
は
な
い
。
起

動
実
験
で
白
騎
士
を
装
着
し
た
直
後
に
襲
撃
さ
れ
た
た
め
慣
れ
な
い
機
体
で
の

戦
闘
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

 
（
つ
う
～
・
・
・
・
・
）

 
自
分
の
専
用
機
を
取
り
に
行
く
た
め
白
騎
士
を
降
り
る
、
そ
こ
で

 
敵
の
Ｉ
Ｓ
が
ま
だ
白
騎
士
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

 
「
あ
・
・
・
・
・
・
」

 
無
数
の
銃
弾
が
彼
女
に
向
か
っ
て
放
た
れ
た
。
 
 

 
裂
夜
は
少
女
に
銃
弾
が
降
り
注
い
で
い
く
の
を
見
て
い
た
。
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「
ク
ッ
ソ
・
・
・
・
間
に
合
う
か
！
？
」

 
全
速
力
で
走
り
出
し
た
。
少
女
ま
で
１
０
メ
ー
ト
ル
。
少
女
は
た
だ
降
り
注

ご
う
と
し
て
い
る
銃
弾
を
見
て
呆
然
と
し
て
い
た
。

 
「
う
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
」

 
少
女
を
突
飛
ば
し
、
１
秒
前
ま
で
い
た
と
こ
ろ
に
銃
弾
が
降
り
注
ぎ
・
・
・
・

 
 
 

 
爆
発
が
起
こ
っ
た
。

  
「
ぐ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
？
」

 
す
ぐ
背
中
で
起
こ
っ
た
爆
発
は
裂
夜
と
少
女
を
吹
き
飛
ば
し
た
。

 
『
気
付
い
て
・
・
・
・
・
・
』

 
暗
い
空
間
の
中
に
透
き
通
っ
た
・
・
・
夢
の
中
の
少
女
の
声
が
響
く
。

 
『
す
ぐ
近
く
に
い
る
か
ら
・
・
・
・
』

 
そ
し
て
・
・
・
・

 
目
を
覚
ま
し
た
。
だ
が
、
目
を
開
け
て
も
何
も
見
え
な
い
。

 
（
・
・
・
・
あ
れ
・
・
・
・
何
で
・
・
・
・
）

 
直
後
、
大
量
の
情
報
が
頭
の
な
か
に
流
れ
込
ん
で
き
た
。

 
「
が
ぁ
っ
！
？
」

 
突
然
流
れ
込
ん
で
き
た
情
報
に
脳
が
悲
鳴
を
あ
げ
る
。

 
そ
の
な
か
に

 
《
現
在
、
シ
ー
ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
４
０
％
ま
で
回
復
》

 
《
敵
Ｉ
Ｓ
４
０
機
を
確
認
》

 
《
敵
砲
撃
、
着
弾
ま
で
５
・
４
・
３
》

 
「
ツ
ッ
！
！
？
」

 
《
２
・
１
》

 
「
う
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
？
」
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と
っ
さ
に
横
に
跳
ね
る
、
そ
し
て

  
三
度
目
の
爆
発
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
 

 
し
か
し
、

 
（
・
・
・
・
？
）

 
先
程
の
よ
う
な
衝
撃
を
感
じ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に

 
《
シ
ー
ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
３
５
％
ま
で
減
少
》
と
い
う
情
報
が
頭
の
な
か
に

直
接
浮
か
ぶ
。

 
（
ま
さ
か
・
・
・
・
）

 
 

 
（
Ｉ
Ｓ
 

を
動
か
し
て
い
る
の
か
？
）
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Ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
 

ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 

（
ｋ
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
）

 
す
ぐ
に
頭
が
切
り
替
わ
る
。

 
敵
勢
力
４
０
。
機
種
は
全
て
ラ
フ
ァ
ー
ル
リ
バ
イ
バ
ル
２
、
中
距
離
攻
撃
型

の
機
体
。
対
し
て
味
方
は
量
産
型
白
椿
１
５
、
量
産
型
甲
龍
５
、
専
用
機
は
無

し
。

 
様
々
な
情
報
が
頭
の
な
か
に
入
り
、
逐
次
更
新
さ
れ
て
行
く
。

 
必
要
な
情
報
を
整
理
。
現
在
敵
勢
力
１
５
、
白
騎
士
の
性
能
を
も
っ
て
す
れ

ば
殲
滅
可
能
ッ
！
！

 
（
や
る
し
か
な
い
ッ
！
！
）

 
そ
う
と
決
ま
れ
ば
話
し
は
早
い
。
白
騎
士
の
性
能
デ
ー
タ
の
中
か
ら
操
作
方

法
と
装
備
を
頭
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。
・
・
・
・
・
完
了
。

 
い
つ
の
間
に
か
手
の
な
か
に
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
形
の
洋
剣
が
握
ら
れ
る
。

 
・
・
・
・
９
世
代
装
備
、
レ
ー
ザ
ー
塑
形
シ
ス
テ
ム
゛
陽
炎
゛
。

 
展
開
装
甲
の
最
新
シ
ス
テ
ム
。
展
開
装
甲
の
み
で
形
を
作
る
シ
ス
テ
ム
。
従

来
は
専
用
の
砲
門
か
ら
し
か
展
開
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

理
論
上
、
展
開
で
き
る
数
に
限
り
が
な
い
。

 
そ
れ
に
よ
り
握
ら
れ
た
二
本
の
洋
剣
を
持
ち
、

 
「
は
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
」

 
戦
闘
を
開
始
す
る
！
！

  
戦
局
は
傾
い
た
。
白
騎
士
の
復
帰
に
よ
り
襲
撃
者
の
戦
力
は
大
き
く
減
っ
て

い
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
潜
水
Ｉ
Ｓ
艦
、
ポ
セ
イ
ド
ン
。
 

〕

 
そ
こ
に
襲
撃
者
達
の
リ
ー
ダ
ー
は
い
た
。

 
「
す
ご
い
な
。
あ
ん
た
の
言
う
と
う
り
だ
。
」
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艦
内
に
ハ
ス
キ
ー
な
女
性
の
声
が
響
く
。

 
『
え
へ
へ
♪
そ
う
で
し
ょ
！
』

 
対
し
て
モ
ニ
タ
ー
越
し
に
少
女
の
声
が
響
く
。

 
そ
の
少
女
の
声
を
し
た
何
者
か
が
彼
女
た
ち
。
《
エ
ル
・
ド
ラ
ゴ
》
の
以
来

主
だ
っ
た
。

 
そ
の
少
女
の
声
を
し
た
何
者
か
は
、
い
つ
も
お
で
け
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｓ
の
手

配
、
Ｉ
Ｓ
学
園
専
用
の
ス
テ
ル
ス
機
能
の
開
発
。
ま
た
、
戦
局
ま
で
予
言
し
て

見
せ
た
。

 
「
あ
の
Ｉ
Ｓ
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
ご
と
捕
獲
す
れ
ば
い
い
ん
だ
な
？
」

 
『
う
ん
！
そ
う
だ
よ
。
あ
と
は
頑
張
っ
て
！
』

 
そ
し
て
通
信
回
線
が
閉
じ
ら
れ
た
。

 
「
・
・
・
・
全
く
、
得
体
の
知
れ
な
い
女
だ
・
・
・
。
」

 
そ
し
て
、

 
「
さ
あ
！
！
最
後
の
仕
上
げ
と
行
く
よ
！
！
残
存
勢
力
を
全
て
出
し
な
！
！
」

 
『
う
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
！
』

 
（
さ
あ
て
、
ど
こ
ま
で
私
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
か
ね
！
！
？
）

 
「
は
あ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
」

 
持
っ
て
い
た
二
本
の
剣
を
投
擲
し
、
ま
た
剣
を
生
み
出
す
。

 
残
存
敵
勢
力
、
残
り
５
。

 
一
番
近
く
の
一
機
に
肉
薄
し
、
こ
ち
ら
に
向
け
て
い
た
銃
口
ご
と
切
り
裂
く
。

切
り
裂
か
れ
た
機
体
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
い
下
に
落
ち
る
。

 
「
は
あ
、
は
あ
・
・
・
・
・
」

 
シ
ー
ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
残
り
３
０
％
。
だ
が
自
分
の
体
力
の
方
が
限
界
に
近

づ
い
て
い
る
。
日
々
の
鍛
練
で
体
力
に
自
信
が
あ
る
方
だ
が
、
直
前
の
全
力
疾

走
で
ほ
と
ん
ど
を
使
い
果
た
し
て
い
た
。

 
（
残
り
・
・
・
４
！
）

 
４
つ
の
剣
を
生
み
出
し
指
の
間
に
挟
む
。
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（
一
気
に
決
め
る
！
！
）

 
そ
し
て
４
つ
の
剣
を
投
擲
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
、

 
『
下
が
っ
て
！
！
』

 
突
然
入
っ
た
通
信
と
と
も
に
無
数
の
砲
撃
が
敵
勢
力
を
凪
ぎ
払
っ
た
。

 
（
援
軍
・
・
か
？
）

 
ど
う
や
ら
交
戦
し
て
い
た
Ｉ
Ｓ
学
園
の
機
体
が
援
護
し
に
来
た
よ
う
だ
。

 
『
ち
ょ
・
・
・
あ
な
た
爽
夏
じ
ゃ
無
い
わ
ね
！
？
何
で
乗
っ
て
る
の
！
？
』

 
「
い
や
、
そ
れ
に
関
し
て
は
こ
っ
ち
が
聞
き
た
い
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
が
・
・
・

」 
『
え
っ
・
・
・
・
あ
な
た
も
し
か
し
て
男
な
・
・
・
』

 
突
如
銃
弾
の
雨
が
降
り
注
ぐ
。

 
「
ぐ
っ
！
！
？
」

 
無
差
別
に
放
た
れ
た
銃
弾
を
咄
嗟
に
生
み
出
し
た
二
本
の
剣
で
弾
く
。
も
の

す
ご
い
轟
音
が
響
き
鼓
膜
を
叩
く
。

 
そ
し
て
、
銃
弾
が
や
ん
だ
。

 
「
は
あ
、
は
あ
・
・
・
・
」

 
シ
ー
ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
残
り
２
０
％
。
満
身
創
痍
の
中
顔
を
あ
げ
る
と
。

 
「
ふ
ん
。
好
き
勝
手
や
っ
て
く
れ
て
。
」

 
２
０
機
の
Ｉ
Ｓ
を
従
え
た
一
機
の
専
用
機
が
い
た
。
あ
の
機
体
は
・
・
・
・
。

 
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ハ
ン
ト
・
・
・
！
！
」

 
第
８
世
代
の
イ
ギ
リ
ス
軍
か
ら
盗
難
さ
れ
、
あ
る
傭
兵
軍
団
に
使
わ
れ
て
い

る
機
体
。
５
０
の
砲
門
を
も
つ
、
大
軍
殲
滅
型
ッ
！
！

 
「
ほ
う
、
ま
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
残
っ
て
い
る
の
か
。
だ
が
、
」

 
全
敵
勢
力
の
砲
門
が
向
け
ら
れ
、

 
「
こ
れ
で
終
わ
り
だ
。
」

 
一
斉
に
放
た
れ
た
。

 
・
・
・
・
暗
い
空
間
に
い
る
。
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『
こ
っ
ち
だ
よ
・
・
・
・
』

 
夢
の
中
の
少
女
が
こ
ち
ら
に
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。

 
『
早
く
・
・
・
・
』

 
俺
も
手
を
伸
ば
す
。

 
『
も
う
少
し
・
・
・
・
』

 
そ
し
て
、
二
つ
の
手
が
触
れ
た
。

 
「
回
収
し
ろ
。
」

 
襲
撃
者
、
エ
ル
・
ド
ラ
ゴ
の
リ
ー
ダ
ー
は
失
望
し
て
い
た
。

 
（
少
し
は
楽
し
め
る
と
思
っ
た
ん
だ
が
・
・
・
・
）

 
そ
こ
で
通
信
が
入
る
。

 
『
な
、
ま
だ
動
い
て
、
う
、
う
あ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
？
』

 
「
お
い
、
三
番
機
、
応
答
し
ろ
！
三
番
機
！
！
」

 
視
界
は
砲
撃
で
巻
き
上
げ
た
煙
で
何
も
見
え
な
い
。

 
そ
う
し
て
い
る
間
に
も
次
々
と
悲
鳴
が
聞
こ
え
、
通
信
が
途
絶
え
る
。

 
（
一
体
な
に
が
・
・
・
・
・
。
）

 
煙
が
晴
れ
る
。
そ
し
て
・
・
・
・

 
黒
騎
士
が
そ
こ
に
い
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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